
フ　リ　ガ　ナ

役職などできれば具体的に

【 受 講 申 込 書 】

【朗読活動経験】

　1.あり（具体的に）

　2.なし

【本講座への思い】

【受講後の活動予定】

連絡先

6月25日
中西 和久

「朗読のある風景～芸能という沃野に咲く花」
日本芸能史の中の「朗読」の系譜。朗読は聴衆の想像力を信頼して初めて花開
く芸能の一分野である。講談『鉢の木』をテキストに、受講生は実戦形式で不
思議な日本語を体験することになる。

7月23日
中西 和久

「朗読のある風景～芸能という沃野に咲く花」
「朗読」と「語り」の体験講座。森鴎外『山椒大夫』と説経節「さんせう太夫」
をテキストに不思議な日本語の世界を体験する。説経浄瑠璃「山椒太夫」より
「親子対面の段」を講師が披露する。

4月23日
吉川 精一

魅力的な表現は十人十色～自分発見のための講座～
一人一人のスピーチもしくは朗読。私が主観的な感想、批評、批判、評価する。
時に暴論もあり。共感か反発かいずれもよし。その反応から真実が浮き彫りに
される。皆さんの『テーゼ』に私は『アンチテーゼ』を照射する。そこから皆
さんの『総合』が生まれる。講座はその格闘の証だ。

5月28日
吉川 精一

地図のない、思考錯誤の旅
～『地の文』の『科白化』。『科白』の『地の文』化を目指す～
井上ひさしさんの『せりふ集』から私が抜粋し10編ほどの『せりふ』を皆さん
には自由自在、縦横無尽に操ってほしい。最終的に発見、確認、納得するのは
あなた自身です。気付き、引き出し、生かす、私はそのためのきっかけ、補助
線引きのお手伝いができれば幸いです。

職　業

氏　名

住　所

電　話 携　帯

メ ー ル
アドレス

年　齢 歳

※記入して郵送、またはファックス用にお使い下さい。コピーでも結構です。

※注　コロナ感染状況により、講座日程が変更されることがあります。
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8月27日
加賀美幸子

まとめ
それぞれの「朗読論」の確認と発表12
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講義名／概要講座日／講師名


